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第 5 章では，焼結原料中の A1203 成分の焼結鉱の凝固組織に及ぼす影響に着目して開発し，稼働中の焼結機おいて
試験された「高 FeO 原料配合+石灰石粗粒化j 法による A1203 の悪影響を抑制する技術の開発経緯について述べてい
る。





















(3) 焼結ベッドに熱風を直接供給する予熱焼結法について検討し，本法により焼結鉱 1 トン当たりコークス 4.8 kg, 
コークス炉ガスl. 0 Nm3 が低減できることを明らかにしている。







昇を抑制しなから， A1203 を多く固溶する結晶をシリケートスラグ中に生成させる iFeO 原料高配合+石灰石組粒化」
組み合わせ法を提案し，成品歩留l.3%向上， RDI l. 5%改善などの効果があることを実証している。
(8) 小気孔分散型焼結鉱の10000C以上での高温還元性状について検討し，焼結過程で微細気孔の合体を抑制して小
気孔を増せば，反応面積の増加により還元性を向上することを明らかにし，石灰石と粉コークスの粒度の同時調整に
よる，焼結性の改善と焼結鉱の気孔径分布の制御法を考案している。
(9) 高温予熱還元ガスの導入と断熱制御が可能な焼結鉱の新軟化溶融性状評価測定装置を開発し，高炉操業にとっ
て望ましい焼結鉱の評価法を確立している。
以上のように，本論文は鉄鉱石焼結鉱の製造時における反応過程の詳細な検討から焼結機内での水分の凝縮，予
熱焼結，珪石細粒化，造粒粉コークス， A1203 成分，吸引ガス成分変化などが，焼結鉱の性状や還元性の及ばす効果を
明確にし，この成果に基ずいて新焼結鉱製造法ならびに焼結鉱の新評価法を考案した成果をまとめたものである。ま
た，その研究成果に一部は，既に実用化に成功している。本論文に示された長年の研究により得られた成果は，素材
製造工学，特に金属製錬工学分野の発展に大きく寄与するのみならず，大量の資源とエネルギーを用いる素材製造産
業の省資源・省エネルギー技術として重要な意義を有している。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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